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８
月
24
日
（
木
）、第
三
回
の
「
信

達
三
十
三
観
音
堂
巡
り
」
は
、
伊
達

市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
の
菊
田

正
男
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
福
島
市

と
伊
達
市
に
あ
る
３
つ
の
観
音
堂
を

訪
ね
ま
し
た
。

　

第
１
番
札
所
、小
倉
寺
観
音
堂（
福

島
市
小
倉
寺
）
で
は
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
木
造
千
手

観
音
像
を
は
じ
め
、
明
治
以
降
に
奉

納
さ
れ
た
２
枚
の
大
き
な
観
音
講
図

な
ど
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
13
番
札
所
、龍
源
寺
観
音
堂（
福

島
市
瀬
上
）
で
は
、
堂
内
等
に
あ
る

絵
馬
や
観
音
講
図
な
ど
を
、
皆
さ
ん

熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

　

第
14
番
札
所
、宝
寿
寺
観
音
堂（
伊

達
市
片
町
）
で
は
、
住
職
、
総
代
よ

り
、
講
話
や
丁
寧
な
説
明
を
い
た
だ

き
、参
加
者
一
同
、真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
「
観
音
堂
を
巡
る
講
座
」

は
終
了
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
よ

り
、
通
算
６
回
に
わ
た
り
ご
教
示
い

た
だ
い
た
菊
田
講
師
に
対
し
、
改
め

ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

信
達
三
十
三
観
音
堂
を
巡
る↑龍源寺観音堂（福島市）

案内人による説明（小倉寺観音堂）

↑
宝
寿
寺
観
音
堂（
伊
達
市
）と
住
職
講
話
風
景

千
手
観
音
像 

→

（
国
宝
の
旅
（facebook

）
よ
り
）

小倉寺観音堂（福島市）



　

７
月
29
日
（
土
）、
木
工
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

の
佐
藤
静
雄
さ
ん
を
講
師
に
、
細
木
細
工
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

準
備
し
た
工
作
キ
ッ
ト
（
木
の
材
料
）
を

接
着
剤
で
し
っ
か
り
と
く
っ
つ
け
な
が
ら
、

親
子
（
６
組
）
が
力
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
見
事
な
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
テ
ー
ブ
ル
と

イ
ス
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
、９
月
12
日
（
各
火
曜
日
）
に
、

斎
藤
茂
吉
の
文
学
散
歩
を
開
催
し
、
福
島
大

学
の
髙
野
保
夫
教
授
に
解
説
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
二
回
「
短
歌
と
の
出
会
い
、
令
嬢
と
の

格
差
婚
」
で
は
、
受
講
者
よ
り
「
茂
吉
の
食

（
鰻
）
に
対
す
る
執
着
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。」

や
「
人
生
の
転
機
の
ポ
イ
ン
ト
が
理
解
で
き

た
。」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
三
回
「
長
崎
赴
任
、欧
州
留
学
」
で
は
、

「
瀬
上
町
の
門
間
春
雄
と
の
関
係
が
わ
か
っ

た
。」
や
「
留
学
時
の
随
筆
で
の
表
現
が
ユ
ー

モ
ラ
ス
」
な
ど
、
様
々
な
参
加
者
の
気
づ
き

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
の
放
課
後
に
開

催
し
て
い
る
子
ど
も
農
園
に
は
、
現
在
25
名

の
子
ど
も
た
ち
が
、
元
気
に
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

第
四
回
（
８
／
25
金
）
は
、
大
根
の
種
ま

き
を
し
ま
し
た
。
小
さ
な
種
を
落
と
さ
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
ま
き
、
や
さ
し
く
土
と
も

み
が
ら
を
か
ぶ
せ
、
大
き
く
育
つ
よ
う
に
と

願
い
を
込
め
て
行
い
ま
し
た
。

　

第
五
回
（
９
／
８
金
）
は
、
台
風
接
近
の

為
、
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
を
考
慮
し
中
止

に
な
り
ま
し
た
。

　

第
六
回
（
９
／
22
金
）
は
、
大
根
の
お
ろ

ぬ
き
を
し
ま
し
た
。
元
気
な
株
の
見
分
け
方

や
間
引
き
方
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
丁
寧
に
教
わ
り
な
が
ら
作
業
し
ま
し
た
。

　

次
回
10
月
に
は
、
ニ
ン
ニ
ク
の
種
ま
き
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
等
で
活
動
が
出
来
な
い
期
間
は
、

５
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
成
長
具
合

に
合
わ
せ
て
、
除
草
・
追
肥
・
土
寄
せ
等
の

管
理
を
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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子
ど
も
農
園
（
八
・
九
月
の
活
動
紹
介
）

人
間
茂
吉
の
文
学
散
歩

↓親子で作ったテーブルとイス
　どこに飾ろうかな？

参考文献から説明される髙野先生 ( 左下 ) と傾聴する受講者の皆さん

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

親
子
で
木
工
教
室

↑木工ボンドを使って慎重に
　作りました。
　できあがりが楽しみ！

とても小さい種なので落とさないように大事に大事に

さつまいも苗のつる返しは大事なんだね 元気な大根の芽を２つ残してね

落花生の生育状況を真剣に観察中 お世話になっているボランティアの皆さん



　

９
月
13
日
か
ら
10
月
４
日
（
毎
週
木
曜
）

ま
で
の
全
４
回
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
骨
盤

底
筋
群
の
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
各
種
調

整
法
を
行
い
な
が
ら
、
全
身
を
整
え
て
い
く

ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、yogatoco
主
宰 

ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
深
谷
恵
さ
ん
で
す
。　

　

呼
吸
法
を
は
じ
め
、
様
々
な
調
整
方
法
を

体
感
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
、
体
の

歪
み
や
姿
勢
の
改
善
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
深
谷
講
師
の
丁
寧
な
説
明
や
、
傍

ら
や
受
講
の
後
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
好
評
で
、

「
体
が
ほ
ぐ
れ
た
感
じ
」、「
す
っ
き
り
し
た
」

等
の
声
も
寄
せ
ら
れ
、
充
実
し
た
講
座
と
な

り
ま
し
た
。

　

９
月
15
・
22
・
29
日
（
毎
週
金
曜
）
の
全
三

回
、
現
代
歌
人
協
会
会
員
の
藤
田
美
智
子
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
、
古
典
和
歌
を
味
わ
い
な

が
ら
、「
短
歌
づ
く
り
」
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
、

古
典
和
歌
に
親
し
む
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
「
万
葉
集
」
東
歌
か
ら
、
第
二
回

の
「
古
今
・
新
古
今
和
歌
集
」
と
、
短
期
間

で
の
解
説
で
し
た
が
、「
歌
集
の
言
葉
が
理

解
で
き
た
」、「
も
の
を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
回
は
、
和
歌
か
ら
短
歌
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
し
て
、「
本
歌
取
り
」
等
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
創
作
し
た
短
歌
に
つ
い
て
、
藤
田
先

生
よ
り
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
品
づ

く
り
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
（
日
）、
一
切
経
山
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。
案
内
は
ふ
く
し
ま

認
定
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
の
大
竹
力
さ
ん
、

大
竹
か
お
る
さ
ん
で
す
。

　

雨
天
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
登
り
始

め
る
頃
に
は
晴
れ
間
が
見
え
、
黄
色
く
色
づ

い
て
き
た
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
山
頂
に
挑
む
直
前
ま
で
は
鎌
沼
周
辺
の

美
し
い
景
色
を
一
望
で
き
ま
し
た
が
、
山
頂

で
は
ガ
ス
が
か
か
り
、
残
念
な
が
ら
五
色
沼

（
魔
女
の
瞳
）
を
見
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
様
々
に
変
化
し
て
い
く

山
の
姿
を
体
験
で
き
た
一
日
で
し
た
。

　

登
山
の
後
は
土
湯
温
泉
に
立
ち
寄
り
、
お

風
呂
や
お
茶
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
登
山
の
疲
れ

を
癒
や
し
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
（
金
）、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
㈲
フ

ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
斎
藤
洋
子
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
初
心
者
も
気
軽

に
作
れ
る
「
エ
コ
フ
ラ
ポ
ッ
ト
」
を
使
っ
た

ハ
ン
ギ
ン
グ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

基
本
の
土
づ
く
り
か
ら
、
お
花
の
顔
の
向

き
や
そ
れ
ぞ
れ
の
茎
が
伸
び
て
い
く
方
向
に

合
わ
せ
た
ア
レ
ン
ジ
方
法
、
長
く
楽
し
む
た

め
の
管
理
の
仕
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
机
を
周
り
な
が
ら
、
講
師
か

ら
丁
寧
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
長
し
て
い
く
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

寄
せ
植
え
し
、参
加
者
同
士
の
会
話
も
弾
み
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ハ
ン
ギ
ン
グ
づ
く
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

ご
自
宅
の
お
庭
や
玄
関
に
飾
ら
れ
、
育
て

て
愛
で
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
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骨
盤
調
整
ヨ
ガ
教
室
（
シ
ニ
ア
世
代
）

古
典
和
歌
に
親
し
む

一
切
経
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ポ
ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
教
室

呼吸法を指導する深谷講師（右上）と、全身調整の風景

鎌沼をバックに。山頂まであと少し！

講座の受講風景と和歌を紹介される藤田講師（右下）

フラポットと皆さんの笑顔が素敵

斎藤講師いくつも並べると豪華に！
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長
岡
地
区
は
、
東
北
に
熱
田
神
社
、
西
北

に
は
八
雲
神
社
が
あ
り
、
そ
の
間
に
旧
４
号

国
道
が
走
る
商
店
街
（
天
王
通
り
商
店
街
）

を
中
心
に
発
展
し
、
昔
は
「
宮
本
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
在
の
４
号
線
建
設
に
伴
い
荒

町
地
区
が
開
発
、
編
入
さ
れ
、
現
在
で
は
、

三
百
戸
の
町
内
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
天
王
通
り
商
店
街
で
開
催
さ
れ

る
「
天
王
祭
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

熱
田
神
社
と
八
雲
神
社
は
、
昔
よ
り
「
天

王
様
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
盛
大
な
夏
祭
り
は

近
隣
町
村
に
も
名
を
広
め
、
夏
の
風
物
詩
の

一
環
と
し
て
（
県
下
十
大
祭
礼
）
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

最
初
の
山
車
は
、
人
数
・
力
持
ち
が
必
要

な
「
か
つ
ぎ
屋
台
」
が
中
心
で
し
た
。
そ
の

屋
台
も
経
年
劣
化
に
よ
り
、
駅
前
・
北
部
の

２
台
だ
け
の
屋
台
と
な
り
ま
し
た
が
、
祭
り

は
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
長
岡
か
ら
は
、
代
わ
り
に
子
ど

も
用
神
輿
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

地
区
の
子
が
、
福
島
県
の
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
に
「
本
物
の
屋
台
が
ほ
し
い
」
の
題
で
作

文
を
出
品
、
入
選
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
当
時
の
父
さ
ん
・
母
さ
ん
達
の
協
力

で
「
長
岡
有
志
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
メ
ン
バ
ー
が
一
念
発
起
し
、
わ
ず
か

四
ヶ
月
で
現
在
の
山
車
を
完
成
さ
せ
、
よ
う

や
く
お
祭
り
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
子
ど
も
中
心
の
山
車
と
し
て
、
親
も

子
も
大
喜
び
の
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
田
町
・
川
原
町
・
東
町
・
志
和

田
・
生
協
団
地
と
、
各
地
区
の
山
車
が
続
々

と
完
成
し
、
天
王
祭
の
最
大
の
見
ど
こ
ろ
で

あ
る
「
山
車
の
競
演
」
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
天
王
祭
礼
実
行
委
員
会
」
が

組
織
さ
れ
、「
長
岡
天
王
祭
実
行
委
員
会
」

へ
と
発
展
し
、
長
岡
有
志
会
も
長
岡
町
内
会

へ
と
移
管
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
残
念
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
た

め
、
３
年
余
り
祭
礼
が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
注
意
を
払
い
な

な
が
ら
、「
お
宮
の
り
」
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
盛
大
に
「
方
部
巡
行
」
と
「
夜

の
イ
ベ
ン
ト
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

酷
暑
の
中
で
し
た
が
、
無
事
終
了
し
、
子

ど
も
達
も
夏
休
み
の
一
幕
と
し
て
良
い
思
い

出
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
も
盛
大
な
お
祭
り
と
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
長
岡
町
内
会
長　

吉
田　

篤
）

　

伊
達
中
央
交
流
館
に
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
マ
シ

ン
が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
挽
き
立
て
の

コ
ー
ヒ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
（
一
杯
100

円
に
て
）。
お
散
歩
中
の
休
憩
や
会
議
の
際

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
利
用
時
間
】
火
～
金
曜
　
10
時
～
16
時

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
最
近
沈
静
化
し
た
感

じ
が
し
ま
す
。
東
町
町
内
会
で
は
四
年
ぶ

り
に
「
芋
煮
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
人
数
が
少
な
い
の
で
は
と
の
心
配
を
よ

そ
に
、
前
回
よ
り
も
多
く
の
参
加
者
で

二
百
人
近
く
来
て
く
れ
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
と
世
間
話
で
盛
り
上
が
り
、
地
域
の

絆
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
山
田
陽
）

挽
き
立
て
コ
ー
ヒ
ー
ご
用
意
し
て
ま
す

シリーズ

お
ら
が
町
内
会
パ
ー
ト
３

長
岡
町
内
会

二
．長
岡
天
王
祭

一
．商
店
街
の
あ
る
町
内

ご
利
用
の
際
は
交
流
館
窓
口
ま
で
!

長岡有志会発足当初 (1983 年 ) の皆さん
今は亡き方もいます。ご冥福をお祈り申し上げます。


